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This study examined volunteers’ motivations to continue working with children in a specially designated classroom.
Student volunteers grouped with each volunteer unit were especially analyzed; this was intended to clarify the 
characteristics of each terms.
 The student volunteers were divided into groups:, the short-term group, the middle-term group, and the long-term 
group. We examined the groups and found that the difference among them was, based on the relationship between the 
students’ desire to participate in volunteer work and their desire to work with children from the specially designated
classroom.
The results of the study suggest that it is important to consider the student volunteers’ mental health since their level
of desire in volunteering will influence their commitment to volunteer work. If the student volunteers are highly 
committed then children from the specially designated classroom will benefit from their aid.




































































































































際，長期群を 3 か月以上とする場合と， 3 か月を含
む12か月以上とする場合とで，区分を変更して比較






















= .86），活動中の悩み尺度の得点平均（ 1 因子 3 項
目，α= .69），ボランティア活動継続動機測定尺度
（ 3 因子）の得点平均と，その因子である自己志向
的動機因子（ 2 項目，α= .80），他者志向動機因子（ 2
項目，α= .78），活動志向動機因子（ 4 項目，α= .71）
の各因子の得点平均，子どもへの関わり方尺度（ 2
因子）の得点平均と，その因子である働きかけ因子
（ 2 項目，α= .56），受容因子（ 6 項目，α= .55）の
各因子得点の平均を活動期間ごとに比較するため，





















= .86），活動中の悩み尺度の得点平均（ 1 因子 3 項
目，α= .69），ボランティア活動継続動機測定尺度
（ 3 因子）の得点平均と，その因子である自己志向
的動機因子（ 2 項目，α= .80），他者志向動機因子（ 2
項目，α= .78），活動志向動機因子（ 4 項目，α= .71）
の各因子の得点平均，子どもへの関わり方尺度（ 2
因子）の得点平均と，その因子である働きかけ因子














長期群 短期群 t 値
自尊感情尺度 2.94 （.90） 2.99 （.59） .2.4
ボランティア活動継続動機測定尺度 3.64 （.35） 3.58 （.39） −.52
　・自己志向的動機因子 3.72 （.48） 3.71 （.47） −.06
　・他者志向的動機因子 3.92 （.35） 3.67 （.38） −2.33 *
　・活動志向的動機因子 3.84 （.48） 3.85 （.66） .03
子どもへの関わり方尺度 3.15 （.30） 3.04 （.24） −1.33
　・働きかけ因子 3.21 （.49） 3.01 （.30） −1.74 †
　・受容因子 3.36 （.30） 3.26 （.29） −1.10
活動中の悩み尺度 2.16 （.38） 2.08 （.36） −.74
※（）内は標準偏差 *p<.05 †p<.10
表2． 活動期間ごとの各因子得点の平均と標準偏差
長期群 短期群 t 値
自尊感情尺度 3.24 （.67） 2.89 （.80） −1.23
ボランティア活動継続動機測定尺度 3.47 （.36） 3.65 （.36） 1.33
　・自己志向的動機因子 3.60 （.44） 3.74 （.48） .81
　・他者志向的動機因子 3.79 （.38） 3.82 （.39） .23
　・活動志向的動機因子 3.69 （.59） 3.88 （.55） .94
子どもへの関わり方尺度 3.21 （.32） 3.08 （.27） −1.21
　・働きかけ因子 3.25 （.45） 3.10 （.42） −.96
　・受容因子 3.46 （.23） 3.29 （.30） −1.62






活動中の悩み尺度の得点平均（ 1 因子 3 項目，α
=.69），ボランティア活動継続動機測定尺度（ 3 因子）
の得点平均と，その因子である自己志向的動機因子







短期群に分類後，Kruskal Wallisの h 検定と，Mann-
Whitneyの u 検定を行った。長期群は 9 名（12～33

















因 子 の 得 点 平 均 に 5 %水 準 で 有 意 差 が み ら れ
（u = 84.5, p = <.05），中期群の方が短期群より得点
が高くなることが示された。また，子どもへの関わ
り方尺度の働きかけ因子の得点平均に10%水準で有




準で有意傾向がみられ（u = 25.5, p = <.10），中期群
の方が長期群より得点が高くなることが示された。
また，同尺度の他者志向的動機因子の得点平均にも





10%水準で有意傾向がみられ（u = 71.0, p = <.10），
長期群の方が短期群より得点が高くなることが示さ
れた。また，活動中の悩み尺度の得点平均には，













自尊感情尺度 28.61 25.64 21.80 1.88
ボランティア活動継続動機測定尺度 17.39 30.41 23.59 4.54 中＞長 （25.5） †
　・自己志向的動機因子 21.83 26.91 23.54 0.76





　・活動志向的動機因子 19.17 27.18 24.31 1.78
子どもへの関わり方尺度 29.33 27.27 20.89 3.39
　・働きかけ因子 27.78 29.27 20.59 4.10 中＞短 （94.5） †
　・受容因子 30.72 24.23 21.67 2.97 長＞短 （71.0） †
活動中の悩み尺度 33.50 23.32 21.11 5.61 † 長＞短 （53.0） *
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